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v.C 1.EID:法は前報 (I，S) Iζ記載した方法を用いた。即ち硬質試験管に 506メタりん員長 1.t，りん
首長緩衝液 (pH6.4) l.wt，験放 1.t，モノヨード酢酸 (18.69o) O. 5.tを加え，370Cで5分間反応
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させ，Folin試薬 0.5.lを加え 370Cで10分間反応，10分間政冷し，Bausch-1.0mb光電光度計で




Grunnert， Phillips法(3)κょった。水抽出ニンニタ波一定量lζ等量の 4 ~ぢ メタりん酸を加え，
NaClで飽和し乙れを遠心し，上消波2mtを検波とした。拭験告に飽和 NaCl被6mCを入れ，これに
検波2，tを加え，5 '"-'10分間 200CIC保温し，乙れに 0.067M-ニトロプJレシッドナトリウム液11t
を加え，つづいて直ちに 1.5M -Na2C03一0.067M-NaCN溶液lalを加え，Bausch -1.0mb光
度計を用いて 520mμ で1分以内iζ比色する。標準曲線の作製は次のようにする。結品 GSH10.91ζ
NaCI を飽和した 2% メタりん酸を加えて 1∞.l としたものを原液とし， とれを NaCl 飽和 2 ~ぢメ




1) Cu" 添加の千1・無がニンニクの AAPF作用に及ぼす桜轡
第1:表 ニンニクJ山山被の AAPF作用
A. 反応放の組成
No. v.c液 ICuSO.液 |ニンニク液 |純水全容
(・t) ' (.l) I (al) I (.t) (.l) 
1 1 。 。 49 50 
2 1 1 。 48 50 
3 1 。 2 47 50 
4 1 1 2 46 50 
B.結果
?? ?? 成|開|反 応時間 (hr)o I 0.5 I 1.0 I 2.0 
1 v.C 4.4 0.524 0.408 0.2叩 0.172 
2 v.C+Cu" 4.4 0.444 0.098 0.014 0.053 
3 v.C+ 4.6 0.579 0.560 0.5臼 0.537 ニンニク
4 v.C+Cu ++ 4.6 o.弱。 0.549 0.520 0.490 
+ニンニク液































v.c浪皮 ("f/.l) 2.5 2.0 1.5 
反 。 0.570 0.483 0.356 
応 0.5 0.590 0.468 0.346 
H与 1.0 0.580 0.460 0.340 
|日j 2.0 0.567 0.448 0.342 
h圃、r 3.0 0.537 0.427 0.316 
4.0 o.日2 0.403 o.銘5
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Øl l 図. ニンニク~が AAPF 作用tζ及ぼす.$甥
(v.c滋度2.5ag/.t.反応時m13時10.反
応&.l皮 370C)











シッドナ トリウムを用いて SH-基含有量を測定する方法であるため，GSH以外の SH-基含有物質
を測り込む恐れは充分あるが，比較的定品が簡単である乙とと v.c以外の還元性物質の定誌には充
第r表 ニンニク波浪皮が，AAPF作用IC:及ぼす影響(時間効よlu
エンニク液 |反応液 | 反応 1時 間 (hr) 
泌& I の I I 
I pH I 0 I 1. 0 I 2.0 I 3.0 I 4.0 (吻jr:t) P" V .L.V "v "， v
。 4.6 0.548 0.352 0.248 0.158 0.116 
0.2 4.6 0.556 0.430 0.330 0.295 0.261 
0.8 4.4 0.546 0.425 0.358 0.317 0.284 
1.4 4.4 0.548 0.461 0.385 0.355 0.315 








液量 (.t) の液盆 (.t)
1 5 10 12.5 
2 10 20 24 
3 10 20 24 
B. 結 果
標準線 (E) ニ出液ンニ(クE拙~I ニGSンHニ(勾ク必中) 






























…|帥|一l-|日 |Fdりん.t酸 抽 s出t液 ド(酢.t酸 試(.l薬〉(.t) I (.t) I (.t) I (.t) I (.t) 
1.0 。 0.5 
" B 1.0 1.0 1.0 0.5 o I 0.5 





















値同様少ない値であ って信用し難 第 5~長
B. 結果
このように ニンニクrl:lの GSH No. 1 椋e準詩 作~)1 
I 10 rl 20 rl 30 ri 40 1"1 

























11. 5 I 12.5 
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標準線 (E_) I検波 (E)lEs官ニGV
50 YI 1川 150 ')1 200 'Y/Gs訂μ)1ニンニク|回収事 Ie材)
1 0.098 0.198 0.297 0.396 0.184 0.042 71.3 31.6 
2 0.098 0.197 0.296 0.392 0.161 0.025 67.5 18.5 
3 0.107 0.208 0.306 0.408 0.184 0.028 76.3 16.4 
4 0.094 0.194 0.295 0.377 0.158 0.035 67.5 20.4 
( 5 ) 
学物食-6-
とも還元型クツレタチオンそのものは殆んど存在しない。
ニンニク液及び結品 GSHの AAPF作用について5) 
ζの数値はきわめ9~lhg労 であったが，最初にニンニク抽出液中の GSH量を測定した結果，
て疑わしいととは前述の通りである。
しかし最大限 9~l1mg労の程度l乙 GSH が存在するとしてもこの程度の GSH がどの程度にAAPF
( 1~8γ川t) の AAPF 作用を比較効果を示すか調べてみた。即ちニンニク液 (20mgjmt)， GSH 
したところ Cu++無添加時には GSH8γ1m!程度の添加がほぼニンニク抽出液(20mg11lt)と匹敵
しかし GSH定量結果から惣定されるニンニク 20吻1m!中の GSH量する AAPF効果を示した。
少くとも相当量即ち GSH(2γ/間t)の添加は全然ニンニクのそれに相当する程度の効果を示さず，
ニンニク液の AAPF作用のごく一部分に過ぎないととを示している。更に Cu++添加時には GSH
の添加は殆んど効果がない乙とを示した。
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及九時市1 ( ~y) 
第2図.ニンニクおよびGSHのV.C酸化抑制作用
(Cu"無添加) (V.C濃度 2.5吻/mt)





( 6 ) 
渡辺・森下 :ニンニク有効成分(第3報) - 7ー
第8表 ニンニク液中の GSH分解 (I)
試料 No. 了下司 3
水+GSH (2007) 0.391 0.408 0.403 
煮沸ニンニク+GSH (20')') 0.203 0.246 0.218 
煮沸ニンニク 0.010 0.010 0.011 
差 0.193 0.236 0.207 
ヲ1・i沸ニンニク中添加GSH回収率 49.4 57.8 51. 4 
~tニンニク +GSH (20')') 0.020 0.023 0.008 








No. 車H E 
1 7J<+ GSH 0.390 
2 ニンニGクS+H 0.040 
3 ニンニク 0.035 
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Summary 
Studies were made on an ascorbic acid protective factor. The experimental re-
sults indicated that glutathione is absent in the water extract. Therefore an ascorbic 
protective factor in garlic extract is something other than glutathione. 
On the other hand， factors bringing about instantanious destruction of glutathione 
were found in garlic; a minor fraction was heat-resistant but the major fractions were 
destroyed by boiling or by adding an acidic solution such as meta-phosphoric acid. 
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